
生乳生産のロス低減

安全でおいしい牛乳乳製品
ベストパフォーマンスの発揮を

（公社）北海道酪農検定検査協会
専務理事 熊 野 康 隆

=
桧垣徳太郎

それと、もう⼀つはな。良質な乳を生産するという努

⼒をせないかんな。北海道はかなり良くなったけどね。

まだやっぱりな、質の向上を考えなきゃいかんやつが大

分あるよ。これは書いてもらっちゃいかんけど、農業団

体の中にもね、体細胞数が30万以下というのが(取引の)

基準のはずだな。それをキツ過ぎるとな、30万以下で

は。50万以下くらいでもいいんじゃないか。そういう

ことをいう農業団体を叱っといたんだがな、とんでもな

いことを言うなと。体細胞数30万以下なんていうのは、

国際的に⾒て決して厳しい条件じゃないんだな。むし

ろ、もっと下げていく⽅向で努⼒するべきだ。消費者は

自分の食べ物の質が少しでも悪くするとなると、極端に

反発するんだな。だから体細胞を30万から50万に上げ

たなんてなったら、牛乳汚くなったぞ、飲まねえぞとい

うことが起きないとも限らない。

平成12年6月インタビュー

復刻版 指定団体制度国会質疑問答集
発刊：全国酪農協会
編纂：酪農乳業速報
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生乳生産の推移
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全国 121万トン減 (H27 741万トン)
都府県 164万トン減 (同 351万トン)
北海道 43万トン増 (同 390万トン、53%)
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⽤途別販売数量の推移
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脱脂粉乳・バター等

（加工向）

生クリーム等（殺菌

乳等含む）

チーズ

飲用（道外移出生

乳・発酵乳向け含

む）
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Ｈ3

道外飲用

拡販開始

全
乳

Ｈ７

生クリー

ム拡販開

始

Ｈ１３

生産振

興対策

開始

Ｈ１４

脱脂粉

乳対策

開始

66%

40%

53%

ＵＲ開始 ＵＲ決着

78%

H15・16

体細胞

削減運動

自然
減産

自然
減産

選択的
減産計画

過剰対策 過剰対策

自然
減産

TPP協議開始ＷＴＯ開始

Ｈ５

ほくれん

丸就航

Ｈ1

安定生産

対策実施

Ｓ６２

チーズ向

乳価設定
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1円拠出対

策開始
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第二ほく
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減産計
画
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生菌数
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Ｈ19～

チーズ

増産

Ｈ２2

置換対策

実施

抑制型
計画生産

Ｈ２6・27

緊急搾乳牛
増頭対策

Ｈ27

搾乳機

器点検

36%

33%

11%

20%

ホクレン資料より



バターが不⾜！

• 全国生乳生産がこの23年で121万トン減少する中、
結果として、生クのお客様が増えた。パイが増えた。
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• バター過剰 脂肪分:SNF＝40:60（H7、以前は50:50）
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合乳成分率検査成績の推移

• 海外からの輸入への対応として液状乳製品の振興
（バター、脱脂粉乳では負ける）

液状乳製品

加工しやすい

色々なものに
使われている

日持ちしないので
原料は道外移出生乳と
同じくいいものを
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おいしい

乳質改善の動き
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ベストパフォーマンス
実現に向けて

指定団体の⾏った⽤途に合わせた
乳質改善の動き
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• H9〜10 生菌数削減2か年運動 • H15〜16 体細胞数削減運動

50

60

70

80

90

100

4

年
度

5

年
度

6

年
度

7

年
度

8

年
度

9

年
度

1
0

年
度

1
1

年
度

1
2

年
度

1
3

年
度

1
4

年
度

1
5

年
度

1
6

年
度

1
7

年
度

1
8

年
度

1
9

年
度

2
0

年
度

2
1

年
度

2
2

年
度

2
3

年
度

2
4

年
度

2
5

年
度

2
6

年
度

2
7

年
度

合乳細菌数検査成績の推移
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合乳体細胞数検査成績の推移

20万以下
30万以下

洗剤のこと、乳温のこと 搾乳手技のこと、ミルカーのこと

道外移出生乳と液状乳製品向けに

バルク乳温記録とトレース

• バルク乳温記録計
(H18〜19年導入)

• 事故トレースが可能
• バルククーラー性能確認

に活⽤可能
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• 大山乳業農協（鳥取県）導入検討

ロスについて
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北海道とアメリカの体細胞数推移

バルク乳（北海道） バルク乳（アメリカ）
個体乳（北海道） 個体乳（アメリカ）

⾒えるロス、⾒えないロス

見えるロス

見えないロス

※バルク乳(北海道)は北酪検受託分

米国 (PMOグレードA基準) 75万/ml以下
EU (欧州健康認定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 40万/ml以下
日本 (飲⽤牛乳の表示に関する

公正競争規約施⾏規則)
30万/ml以下
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北海道

都府県

健康牛 要注意牛 要診断牛（乳房炎）

（⼀社）家畜改良事業団

体細胞数の単純平均

乳量による加重平均

北海道における体細胞数度数分布

都府県における体細胞数度数分布

中
央
値

中
央
値

体細胞数の度数分布

体細胞数の産次別分布
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牛群平均
体細胞数10万/ml未満
産次別分布
平成26年度

牛群平均
体細胞数50万/ml以上

産次別分布
平成26年度

（公社）北海道酪農検定検査協会

あなたならどちらを選ぶ？
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体細胞数20万

体細胞数20万

体細胞数50万

体細胞数30万

体細胞数30万

体細胞数30万

体細胞数30万 体細胞数30万

バルクの中でチャーニング！

バルククーラーでの泡⽴ち

軽く洗浄したIラインフィルタの状態 インペラーにバター様物質付着

お湯に流されて、下⽔に！
誰の損？
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工場受入時の生乳の廃棄
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Fool Proof＝ポカヨケ
人からシステムに

写真：オリオン提供

バルク排出コック バルク投入監視装置



抗生物質

10トンローリー1台(5農家分)
（乳代、輸送、処分費）
100万円のロス

所得率30%
売上の100万円ではなく
儲けの100万円
1ヶ月300万円のロス

隔日集荷で2000kg
20万円のロス

乳業工場のロス
（欠品）
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15kg/回×100円
1500円のロス

品質について

20

酪農と乳製品の推移

乳質改善の動き

ロスについて

品質について

乳価について

ベストパフォーマンス
実現に向けて
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新たな乳質の問題
牛は反芻動物

広域配乳
(トレース)

低酸度
アルコール
不安定乳

血乳

牛乳の扱い

カス飼料多給

乳熱

起⽴不能症

ケトーシス

グラステタニー

低Mg血症

牛群構成
（若齢牛多い）

輸送時間
・コスト

風味
ランシッド

酸化臭

飼料価格⾼騰

分娩ストレス
脂肪率

抗酸化剤
(ビタミンE）

( )

活性酸素

風味
脂肪球膜がダメージを受け脂肪球内部での分解

• ランシッド（酪酸臭）
過剰 不⾜

体脂肪動員 リパーゼ
活性

パルチミン酸
(体脂肪由来)

エネルギー

酪酸
(ルーメン内)

リパーゼ
活性

パルチミン酸
(濃飼由来)

濃厚飼料

ランシッド

乳脂肪

ランシッド

乳脂肪

22

リノール酸
(多価不飽和脂肪酸)

風味
脂肪球膜での酸化

• 酸化臭
過剰 不⾜

繊維分解菌
(ルーメン内)

アルデヒド
(ヘキサナール等)

濃厚飼料
(でんぷん・糖)

酸化臭
ダンボール臭

乳脂肪酢酸
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ステアリン酸
(飽和脂肪酸)

風味

• 粗飼料の質・量の確保
特に大型経営においては、急激な頭数増に⾒合うだけの良質な
粗飼料の確保が求められる

• 暑熱対策
乳牛は暑い時は発酵熱が出る繊維飼料を嫌い、濃厚飼料の選び
食いや固め食いを⾏うので暑熱対策は重要になる

• 多回搾乳
多回搾乳の影響によって牛の移動・待機時間が⻑くなると、採
食・横臥時間が減少し、結果的に濃厚飼料の選び食いや固め食
いが⾏われルーメンの異常発酵につながる

24
出典：Troubleshooting Oxidized flavour Problems in Bulk Milk

（Manitoba,2009）



牛乳を知ろう
脂肪（4%）

乳糖（4.5%）

ミネラル他（1%）

タンパク質（3.4%）
カゼインミセル
（サブミセルの集合）

ホエイプロテイン
機能性成分
ラクトフェリン
リゾチーム

脂肪球

－

－

－

－

－

ラクトース（二糖類）
ガラクトースは脳で
グルコースはエネルギーとして利⽤

カルシウム
(カゼインミセルの中で
カルシウムアパタイトとして多量に）

脂肪球リン脂質

チャーニング
(攪拌など)

た
ん
ぱ
く
質

均質化
(表面積が大きく)

脂肪球

脂肪球膜

細胞

脂肪球

カゼインミセル

サブミセル

ホエイプロテイン

バター粒

脂肪球膜

脂肪の化学変化
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ランシッド臭

酸化臭

リパーゼ
(脂肪分解酵素)

リノール酸

リノール酸13-
ヒドロペルオキシド

ヘキサナール

910

11

1213 COOH

COOH

OOH

O

脂肪球膜リン脂質中の
リノール酸の酸化

アルデヒドの生成

正常な脂肪

FFA

( )揮発性脂肪酸
C4：酪酸

生乳の品質
• 成分率
• 生菌数（死菌の多い脱脂粉乳＝原料乳質が悪い！）
• 体細胞数（カゼイン、ホエータンパク質の総量は変わらないが･･･）

28 北海道大学 島崎敬⼀名誉教授 提供

乳価について
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⽤途別乳価

117.40 

74.46 81.50 75.46 68.00 66.00 
87.75 95.75 

12.69
15.28 15.28
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）

発
酵
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そ
の
他
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け

乳価 補給⾦

※ その他向けは生乳直接使⽤食品、乳飲料、アイスクリーム、缶コーヒーなど向け
※ 補給⾦額は2016年

117.40 87.15 87.75 95.7575.46 81.2883.2881.50
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飲⽤ 生クリーム バター・脱粉
(保存効く)

乳価

• ⽤途別（⼀物多価）
• 成分率
• 体細胞数、生菌数（乳質評価でいいのか）
• 有機、non-GMO、放牧

31

消費期限
通常8日程度
ESL 14日程度

消費期限
12日程度

コスト低減＝適正な価格
• 生クリームの品質
• 乳価は適正か？
• 平成29年度補給⾦ 加工向け、チーズ向け、

液状乳製品向けを⼀体として10円56銭
（生ク向け取引価格81円50銭、加工向け75円46銭）

32 写真：雪印メグミルク提供

乳業工場で聞いたうれしい話
―工場は大助りー

• 体細胞数（ＳＣＣ）の少ない生乳（乳房炎乳の入らな
い）をメーカーは喜んでいます。最近の牛乳は、某社
の“おいしい牛乳”ばかりでなく、おいしくなっていま
せんか？120〜130℃のＵＨＴ殺菌でも、加熱臭やラ
ンシッド臭が少なく、あっさり系の。

33

• プレートヒーターで加熱殺菌し
ても以前ほど焦げ付きが無くな
り、途中洗浄も回数が減った。

• チーズ製造時の凝固時間が⼀定
になり、製造過程が円滑に！
当然、美味しく！

ベストパフォーマンス
実現に向けて
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乳質改善の動き

ロスについて

品質について

乳価について

ベストパフォーマンス
実現に向けて

酪⾁近計画

• 酪農家は酪⾁近のために搾っている
のではない

• 自分の生活スタイル
• 酪⾁近は国、道、農業団体、乳業者が

求めているもの？ 消費者のため

35

乳牛改良

• 10000kg搾らなくても、⻑命連産を！
これって本当？

• 乳牛改良を⽌めてはならない！
• 改良に追いつく技術が必要！

36
川村吾蔵記念館所蔵



ベストパフォーマンス（BP）
• 今やるべきは乳⽤牛の能⼒を

最大限発揮するための取り組み
• 時間を要するが 後継牛の確保

– 0ヶ月齢未満6500頭
（でも耳標がつく前に約5万頭が死廃）

– 乳検除籍理由（若齢乳⽤牛が死んでいる）
• 能⼒の発揮（ウシも人も）
• ⻑命連産
• 乳量・品質

37

いま、地域で何が起こっているのか？
乳検の除籍頭数・産次

除籍理由毎の除籍頭数推移（十勝） 除籍理由毎の除籍頭数推移（根室）
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いま、地域で何が起こっているのか？
乳検の除籍頭数・産次

除籍理由毎の平均除籍産次推移（十勝） 除籍理由毎の平均除籍産次推移（根室）
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平均除籍産次
H26 3.5産
H27 3.7産平均除籍産次

H26 3.4産
H27 3.2産

畜産クラスターの取組み
乳質改善協議会
乳房炎防除対策研究会
乳牛改良委員会
牛群検定促進クラスター協議会
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普及センター

NOSAI・獣医師

乳業メーカー

北酪検

ホクレン・中央会

JA・乳検組合

AI・登録団体

飼料/肥料メーカー

コンサルタント 人工授精師

司令塔

本
来
の

牛
群
の
生
産
力

能力
ロス

実
際
の

搾
乳
量

環境によるロス

実
際
の

出
荷
量

能力
ロス

廃棄
ロス

疾病によるロス

ロス

目
指
す

出
荷
乳
量

管理の改善

ロスの発⾒のツール
牛群検定Webシステム DL

41 酪農学園大学 中田健博士 提供 42

DL（ディーエル）３つの機能

損失の視覚化（グラフ化）

バルク情報の活⽤

繁殖管理ツール

検定情報を もっと分かりやすく！

もっと多くの場面で！
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WebシステムDL 総合グラフ

検定成績表（牛群）

総 合 グ ラ フ⼿軽にデータ管理！ 全国の乳検加入率
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それは乳検!
今やらなくてはならないこと

検定⼾数
(⼾)

検定頭数
（千頭）

検定農家比
率(%)

検定牛比率
(%)

全国 8,219 533 50.4 61.2
北海道 4,328 349 69.9 74.0
都府県 3,891 185 38.5 46.2

北海道の頭数シェア

65.5%

北海道における乳検加入状況
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⼾数 合計 99t以下 100〜199t 200〜299t 300〜399t 400〜499t 500〜599t 600〜699t 700〜799t 800〜899t 900〜999t 1000t以上
検定加入農家数 4439 62 197 518 732 698 542 360 273 219 155 683
検定非加入農家数 1678 215 271 291 260 165 113 77 57 42 31 156
生乳出荷⼾数 6117 277 468 809 992 863 655 437 330 261 186 839
検定加入（⽐率％） 72.6% 22.4% 42.1% 64.0% 73.8% 80.9% 82.7% 82.4% 82.7% 83.9% 83.3% 81.4%
検定非加入（⽐率％） 27.4% 77.6% 57.9% 36.0% 26.2% 19.1% 17.3% 17.6% 17.3% 16.1% 16.7% 18.6%
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搾乳ロボット農家加入
(108⼾/178⼾)

酪農基盤強化に向けて、
今進められている事業
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• 畜産クラスター事業
• ゲノミック評価
• 性選別精液
• ホクレン冬期子牛飼養環境支援事業
• Jミルク酪農産業基盤強化特別対策事業

• 都府県乳検加入促進対策
（4万円・5万円乳⽤牛導入事業）

• そのために北海道を含め
都道府県の酪農家支援の取組み

⻩色ブドウ球菌
Staphylococcus aureus

エンテロトキシンの産生
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昭和30年3月：雪印乳業学校給食での食中毒事件
昭和30年6月：森永ヒ素ミルク中毒事件
平成12年6月：雪印乳業低脂肪牛乳等による食中毒事件

• 良いものを
• 適正な価格で
• お客様が欲しい時に欲しい数量供給する

品質
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後工程はお客様

GAP・HACCP


